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日本へのメッセージ  
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������
25年1月11日（土） ，東京神殿
別館にて，成人会員を対象
とする全国伝道ディボーショ

ナルが行われた。地域七十人のサブスト
ローム長老が司会を務める中，アジア北
地域会長会のジョン・A・マキューン会
長夫妻，クリストファー・H・キム長老夫
妻に加え，地域七十人の今

いま

井
い

裕
ゆう

一
いち

長老，
ダーウィン・ハルヴォーソン長老，原

はら

 伸
しん

二
じ

郎
ろう

長老，川
かわ

島
しま

 弾
だん

長老，また日本東京北伝
道部のリード・T・デシュラー会長夫妻，
日本東京南伝道部のスティーブン・W・
トゥーラー会長夫妻，アジア北地域シニ
ア宣教師アドバイザーの石

いし

井
い

哲
てつ

志
じ

長老夫
妻が壇上に並ぶ。会場のみならず，オン

ラインを介して集った日本各地の会員が
メッセージに耳を傾けた。

最初にサブストローム長老が，昨年
12 月の地域会長会からの手紙で知らさ
れた，シニア専任宣教師の住居費変更
について分かりやすく説明する。（本誌
L1ページ記事参照）

石井哲志長老：喜びの経験

石井長老姉妹は，3 年ほど前からシニ
ア宣教師アドバイザーを務めている。彼
らの役割は，シニア伝道に関してアジア北
地域の神権指導者をサポートすることだ。

石井長老はまず，シニア宣教師の軍勢
の集合写真（上）を見せる。皆，生き生きし

て喜びに満ちているように見える。
壇上から石井長老は，こう提案する。

「すぐにはシニア（専任）宣教師として家を
離れて奉仕できないにしても，その喜び
の経験を積んでいただくために，シニア奉
仕宣教師として奉仕していただくようにお
招きします。」

シニア奉仕宣教師の場合，自宅に居な
がらパートタイムで召しを果たすことがで
きる。追加の居住費等もかからないため

（伝道せずとも日常生活を送るのに必要な
負担程度）経済的障壁が低く，家族の介
護といった事情があっても奉仕可能だ。
そこで「喜びの経験」を味わって知ること
で，シニア専任宣教師（フルタイム）への

日本神戸伝道部のシニア宣教師の軍勢日本神戸伝道部のシニア宣教師の軍勢

石井哲志長老・章恵姉妹
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ステップにもなりえる。石井長老はネルソ
ン大管長の言葉を伝える。「〔シニア宣教
師たち〕の働きは本当にかけがえのない
ものです。」※ 5

石井長老はまた，最も大切な二つの戒
めに言及する。「心から主なる神を愛する

『縦の関係』がしっかりしていないと，隣り
人を愛する『横の関係』は難しい」との，
十二使徒のウークトドルフ長老の教えを
説き※ 6 ，（伝道は）「愛が出発点です」と
強調した。

続けて石井姉妹が，伝道の喜びの経験
を語る。

石井章
ふみ

恵
え

姉妹：「わたしのことだな」

「気持ち良く座って笑っている場合で
はありません。」※ 7 ─定年後は何をし
ようかと夫婦で話し合っていた矢先，シ
ニア宣教師を求める十二使徒のホランド
長老の言葉が心に刺さったという石井
姉妹。「わたしのことだな，と思いまし
た。ニコニコ笑っているのはわたしたち。
じゃあ伝道に出なきゃと思って。」

日本福岡伝道部での奉仕を希望する
と，いちばん南の石垣島に割り当てられ
た。知っている人がだれもいない土地で
の伝道─行く当てもなく，地域のラジ
オ体操に参加することから始めた。ま
た，教会から足が遠のいている兄弟姉妹
の家を一軒一軒訪問しようと決めた。元
来人と話すのは苦手だったが，経験を積
む中でどんどん積極的に働きかけること
ができるようになった。「それはわたしの
大きな変化です。」

若い宣教師たちとともに試行錯誤しな
がら励んだ日々を「ほんとうに楽しかっ
た」と振り返る石井姉妹は，「自分の特
技を活かして」シオンの王国を建設しま
しょう！ と呼びかける。

石井哲志長老：

ぐるぐる回り続ける
ここで，「皆さん回転寿司はお好きで

しょうか？」そう問いかける石井長老は，
シャリをシニアの兄弟姉妹，ネタを彼らの
経験・賜物・才能にたとえ，回転寿司は
伝道活動のようだと説く。「わたしたち
にできるのは，ぐるぐる回り続けることで

す。経験，賜物，才能を生かしながら，と
にかく手を差し伸べ続けることです。そし
て，いつかその寿司を取って食べる人のよ
うに，ある方が皆さんに触れて，皆さんを
通してイエス・キリストを近くに感じること
ができれば，それは素晴らしい伝道だと
思いませんか？…… ぜひ楽しんでくださ
い。喜んでください。これは喜びの召し
です！」

川
かわ

島
しま

妙
たえ

子
こ

姉妹・晃
あきら

長老：
家族の試練の中で

続いて，千葉ステーク出身，札幌伝道部
で奉仕する川島長老姉妹が登壇する。

川島ご夫妻の末の娘が癌
がん

に侵されて
いることが判明したのは，5 年半程前の
こと。即刻入院生活を余儀なくされた娘
に代わって，義理の息子とともに，5 歳と
1 歳の孫たちの世話に奮闘する日々が始

まった。川島姉妹は，孫たちの前では何と
か笑顔で過ごしていたが，突然降りかかっ
た大きな試練に，心の中は真っ暗だった。

「今まで以上にほんとうに神様に頼るとい
うか，祈ることしかできませんでした。」

2 年程の歳月が過ぎた頃，かすかな光
が見え，これまで何十年もの間，数え切れ
ないほどの祝福を受けてきたことが思い
出された。「神様に対して，もっと何かで
きるんじゃないか，何かしたい，もっと感

謝の気持ちを表したい，ほんとうにそんな
気持ちになりました。」夫婦の祈りをささ
げる中で，いつしか伝道に出た方が良いの
ではと思うようになった。

真っ先に娘に相談すると，「お父さんと
お母さんの人生なんだから，ほんとうにや
りたいことをしたらいいよ」と背中を押し
てくれた。

Message for Japan ─
日本へのメッセージ   

会員と交流するマキューン会長夫妻会員と交流するマキューン会長夫妻

麻布ワードを中心とした聖歌隊が力強く「主は光」を歌う麻布ワードを中心とした聖歌隊が力強く「主は光」を歌う

川島妙子姉妹・晃長老

経験・賜物・才能・特技

シニアの兄弟姉妹

回り続ける

※ 6 ─ ウークトドルフ長 老は，第一 の戒めは自分と主
なる神との「縦の関係で」，第二の戒めは自分と隣人と
の「横の関係」だと教えた。（教会職員へ向けた講演より：
2024 年 8 月 27 日）

※ 5 ─ ラッセル・M・ネルソン「平和
の福音を宣べ伝える」 2022 年 4 月
総大会説教

※ 7 ─ ジェフリー・R・ホランド「戦い止むまで」
2011年10 月総大会説教
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主の器となる喜び
「神様がおっしゃるところに行こう」と

決め，任地については希望を書かなかっ
たが，川島長老には小さな支部で宣教師
や会員とともに奉仕したいという望みが
あった。ところが召された札幌伝道部で
求められたのは，伝道本部での働きだっ
た。「はい，分かりました。」長老は二つ返
事で応じ，夫妻は本部での奉仕を始めた。

3 か月程たった頃，アメリカ出身のある
若い長老から感謝を伝えられた。日本語
が堪能であった彼は，人手の足りない本部
での奉仕に駆り出される可能性が高かっ
たが，そうなるとフィールドで働く時間が
限られてしまう。本部に川島夫妻の力が
加わったおかげで，自分は「元気に外で伝
道ができる」と喜んでいたのだ。伝道本
部での奉仕は，若い宣教師の後方支援と
して大きな意義があった。

初めての経験に戸惑うことも多いが，川
島姉妹は「喜びに満ちた毎日」を過ごし
ている。「ほんとうに〔楽しくて，〕この気
持ちをたくさんの人に味わってほしいと思
います。……雪の音がとっても気持ちい
いです。千葉で聞いたことのないような，
雪を踏みしめる音を今，感じています。」

自宅を離れて奉仕するシニア専任夫婦
宣教師の場合，今回の変更に伴い，最高
でも月額10万円程度を負担すれば伝道
に出られるようになった。「それでこんな

に楽しい時間を過ごせるなら，もう逃す手
はありません。」川島長老は微笑みなが
ら，真っ直ぐ聴衆に語りかける。

川島長老の大好きな聖句は，「わたし
は行って，主が命じられたことを行いま
す。」※ 8 主の命じられた伝道地，主の命
じられた場所で働き，この聖句を体現し
ている川島長老は，奉仕に携わる喜びを
噛みしめている。「シニア宣教師に召され
たことを，心から感謝しています。」

川
かわ

島
しま

めい姉妹：
「ただただすごいな」

川島ご夫妻の孫娘であるめい姉妹は，
孫の視点から祖父母の伝道について語
る。毎年夏休みになると，千葉に住む父
方の祖父母の家に遊びに行くのが小さい
頃からの恒例行事だったが，去年はいつ
もと異なり，飛行機に乗って北海道へ向
かった。札幌伝道部で奉仕する祖父母の

もとを訪れるためだ。─シニア専任宣教
師は家族といつでも連絡を取ることがで
き，このように訪問を受けることもできる。
家族の大切な所用があれば，伝道部会長
の許可を受け，自費で伝道部外に出られ
るなど，柔軟な働き方が認められる。

祖父母の暮らすマンションの窓からは
美しい札幌神殿が見える。伝道本部を
見学させてもらうと，祖父母以外にも，
国内外から奉仕に来ているシニア宣教師
がたくさんいた。「皆さんとても仲が良
さそうで，楽しそうに召しを果たして〔い
ました〕。宣教師として，とても生き生き
している祖父母の姿は素敵だなと思って
います。」 

めい姉妹の母方の祖父母は，同じく末
日聖徒イエス・キリスト教会の会員だ。彼
らもシニア宣教師として働くことを夢見て
いたが，祖父が癌

がん

にかかり，一昨年天に召
された。他界する少し前，祖父が家族の
集まりで分かち合ってくれた聖句は今でも
心に残っている。「わたしは戦いをりっぱ
に戦いぬき，走るべき工程を走りつくし，
信仰を守りとおした。」 ※ 9 パウロのように
最後まで，心から愛する主のために働きた
い，祖父は涙ながらに証してくれた。

家族を養い育て，社会で懸命に働き，教
会のために尽くしてきたにもかかわらず，
さらに喜んで主の業に励むシニア宣教師
たちに対し，めい姉妹は「ただただすごい

全国伝道ディボーショナルの会場全国伝道ディボーショナルの会場
対面に加え，2,500人以上がYouTube ライブでオンライン参加した対面に加え，2,500人以上がYouTube ライブでオンライン参加した

※ 8 ─1ニーファイ 3：7
※ 9 ─ 2 テモテ 4：7

アメリカから赴任し，東京で奉仕するシニア専任宣教師たちとアメリカから赴任し，東京で奉仕するシニア専任宣教師たちと

川島めい姉妹
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な」と感じている。「祖父母がシニア宣教
師として働き，模範を近くで示してくれるこ
とは祝福だなと感じます。……わたしたち
はだれでも，それぞれどんな状況にいて
も主の弟子となることができて，主の弟子
になろうとするときに助けと祝福を与えら
れるということを証します。」

ここで，最近召されたシニア宣教師たち

を取材したビデオプレゼンテーション※ 10 

（上画像）が流れた。召しを知らせるメー
ルが届き，家族で開く。驚きと喜びの声が
上がる……。彼らは動画の中で一様に，
その喜びを，また伝道に出るにあたって乗
り越えた悩みを率直に語っている。

最後に，アジア北地域会長のジョン・
A・マキューン長老が登壇した。

マキューン長老：伝道の精神を再び

歴史的に見て，日本の教会は伝道に大
きく焦点を当ててきたと語るマキューン長
老は，1980年代に日本で伝道した経験
を持つ。若い人々が教会に集って英語を
学び，活動を楽しみ，証を育む姿─会
員たちが喜んで伝道に力を注ぐ姿を目の
当たりにした。「この伝道の精神は教会
の発展にとって重要なものでしたが，そ
れは今も同じです。伝道の業に再び焦点
を当てることは，日本の教会の将来のた
めに欠かせません。」これこそが本ディ

ボーショナルの目的であり，シニア宣教師
の居住費に関する費用が減額となった理
由だと語る。

柿の実のように

「日本の伝道活動に再び焦点を当てる
うえで重要な役割を担うのは，シニア宣教
師だと確信しています。長年教会で立派に
奉仕してきた皆さんには，まだ貢献できる
ことがたくさんあります。」最近，道端で美
しい柿の木を見かけたというマキューン長
老。葉はなかったが，実はついたままだっ
た。クリスマスツリーのオーナメントのよ
うに実を輝かせる柿の木を見ながら，シニ
アの兄弟姉妹たちのことが思い浮かんだ。
果樹は，年月を経て冷たい空気にさらされ
るほど実が甘くなる。「皆さんも時を経て，
経験を積み，味が増しています。」

主の戦士として

教義と聖約には，果樹園のたとえが出
てくる。果樹園の主人から，見張り台を
築き，垣を巡らし，実を守るようにと命じ
られた僕たちは，言われたとおりに取り
かかった。ところがその後，僕たちは作
業を怠り，果樹園は敵の手によって荒ら
されてしまう。その状況を目の当たりに
した主人は，同じ命令を繰り返すことな
く，次のように呼びかけた。「わたしの戦
士たち，わたしの家の勇士であるすべて

の僕たちの中の若者たちと中年の者た
ちを率いて行きなさい。」※ 11 今度は実を

「守るのではなく，攻めるようにと命じ」
たのだ。「主人がわたしたちのような中

●

年
●

も仲間に入れて，戦士であり，勇士であ
ると言ってくれたことに感謝しています。

（わたしたちは）中年でしょう？」マキュー
ン長老は胸に手を当て，ひょうきんにほ
ほえむ。

主はこのように続けておられる。「すぐ
にわたしの果樹園の地へ行き，果樹園を
取り戻しなさい。それはわたしのものだか
らだ。わたしはそれを金で買ったのだ。」
※ 12 マキューン長老は，この聖句に出てく
る「金」とは，「主の贖い」であると説明す
る。シニアの兄弟姉妹が「主の家の戦士」
として守りから攻めに転じ，「福音を兄弟
姉妹のもとに携えて行く」なら，主の贖い
が人々にもたらされ，主のために多くの実
を蓄えることができるのだ。

今すぐ計画し始めてください

「兄弟姉妹，主は皆さんに奉仕するよう
求めておられます。……いつ伝道に出る
ことができるか，祈りをもって検討するよ
うお招きします。日付を設定し，目標を設
定してください。今すぐ計画し始めてくだ
さい。〔可能な場合〕，今すぐ奉仕を始め
るよう，皆さんをお招きします。」奉仕する
中で主の御手を感じ，豊かな経験に恵ま
れるだけでなく，家族のうえに大きな祝福
がもたらされ，子孫に素晴らしい受け継
ぎを残すことができると約束する。「神
は御自分の子供たちを愛しておられます。
御父は御子を最も偉大な伝道に送り出さ
れました。……わたしたちが主とともに働
くときに，この喜びを味わえるようにと祈
ります。イエス・キリストの御名により証
します，アーメン。」◆

※ 11 ─ 教義と聖約 101：55
※ 12─ 教義と聖約 101：56https://bit.ly/3WvSbFh

※10─シニア宣教師のビデオプレゼンテーション

ジョン・A・マキューン長老

Message for Japan ─
日本へのメッセージ   
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平
たい

良
ら

 陽
は

琉
る

オーストラリア・シドニー伝道部
千葉ステーク

おゆみ野ワード
2024 年 8 月 23 日

伝道開始

植
うえ

田
だ

 歩
ある

真
ま

ユタ州プロボ伝道部
岡山ステーク
米子ワード

2024 年 9 月 18 日
伝道開始

古
こ

角
ずみ

  章
あきら

東京北伝道部
岡山ステーク

出雲支部
2024 年 10 月 2 日

伝道開始

ランディン けんぞう ラファエル
仙台伝道部

名古屋ステーク
御器所ワード

2024 年 11 月 11 日
伝道開始

狗
いぬ

巻
まき

 謙
けん

人
と

東京南伝道部
大阪ステーク

御坊支部
2024 年 11 月 26 日

伝道開始

マキシマス・デイビッド・フラナガン
ブラジル・ポルト・アレグレ北伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2024 年 9 月 30 日
伝道開始

岩
いわ

野
の

 怜
れい

華
か

東京南伝道部
静岡ステーク
静岡ワード

2024 年 10 月 23 日
伝道開始

池
いけ

田
だ

 来
らい

輝
き

東京南伝道部
北海道南ステーク

苫小牧支部
2024 年 11 月 26 日

伝道開始

上
うえ

田
だ

 真
ま

奈
な

美
み

名古屋伝道部
広島ステーク
柳井ワード

2024 年 8 月 21 日
伝道開始

藤
ふじ

田
た

 詩
し

穂
ほ

福岡伝道部
青森地方部
弘前支部

2024 年 8 月 21 日
伝道開始

神
かん

成
なり

 ありあ
カナダ・トロント伝道部

千葉ステーク
鎌ヶ谷ワード

2024 年 9 月 16 日
伝道開始

藤
ふじ

川
かわ

 ひなの
福岡伝道部

神戸ステーク
北六甲ワード

2024 年 10 月 2 日
伝道開始

神
かん

成
なり

  翔
かける

ニュージーランド・ハミルトン伝道部
千葉ステーク
鎌ヶ谷ワード

2024 年 10 月 25 日
伝道開始

植
うえ

久
く

保
ぼ

 衣
い

舞
ぶ

希
き

東京南伝道部
大阪ステーク

大和郡山ワード
2024 年 11 月 26 日

伝道開始

マイケル・アイザック・リチャーズ
札幌伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2024 年 9 月 9 日
伝道開始

赤
あか

塚
つか

  結
ゆい

神戸伝道部
東京ステーク
桶川ワード

2024 年 10 月 2 日
伝道開始

桂
かつらがわ

川  改
かい

札幌伝道部
名古屋ステーク

岐阜ワード
2024 年 10 月 23 日

伝道開始

大
おお

宅
たく

 万
ばん

里
り

名古屋伝道部
北海道南ステーク

小樽ワード
2024 年 11 月 13 日

伝道開始

横
よこ

沢
さわ

 海
かい

渡
と

オーストラリア・シドニー伝道部
東京西ステーク

高尾ワード
2024 年 12 月 5 日

伝道開始

武
む

蔵
さし

野
の

 明
めい

花
か

カルフォルニア州サンタローザ伝道部
神奈川ステーク

港北ワード
2024 年 8 月 14 日

伝道開始

山
やま

新
に

田
た

 憩
いこい

ハワイ州ライエ伝道部
東京ステーク
浦和ワード

2024 年 8 月 21 日
伝道開始

アームストロング 櫂
かい

太
た

ニュージーランド・ハミルトン伝道部
名古屋ステーク
御器所ワード

2024 年 9 月 13 日
伝道開始

佐
さ

々
さ

 暉
てる

幸
ゆき

福岡伝道部
東京西ステーク
八王子ワード

2024 年 10 月 2 日
伝道開始

喜
よし

村
むら

 駿
しゅん

太
た

東京南伝道部
沖縄ステーク

那覇第二ワード
2024 年 10 月 23 日

伝道開始

ウィリアム・フランシス・マイケルズ
アルパイン・ドイツ語伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2024 年 9 月 9 日
伝道開始

エマ・リン・フィノット
フランス・パリ伝道部

東京南ステーク
東京第二ワード

2024 年 9 月 30 日
伝道開始

大
おお

野
の

 光
みつ

希
き

仙台伝道部
東京ステーク
桶川ワード

2024 年 10 月 23 日
伝道開始

大
おお

木
き

 優
ゆ

実
み

福岡伝道部
桐生ステーク
桐生ワード

2024 年 11 月 13 日
伝道開始

細
ほそ

谷
や

 亜
あ

美
み

東京北伝道部
松戸ステーク
春日部ワード

2024 年 12 月 9 日
伝道開始

佐
さ

倉
くら

井
い

 梨
り

愛
あ

ニュージーランド・ハミルトン伝道部
東京西ステーク

町田ワード
2024 年 8 月 23 日

伝道開始

上
うえ

村
むら

 ひより
ハワイ州ライエ伝道部

東京ステーク
ひばりヶ丘ワード

2024 年 9 月 30 日
伝道開始

廣
ひろ

川
かわ

 博
はく

人
と

札幌伝道部
新潟地方部
新潟支部

2024 年 10 月 23 日
伝道開始

保
ほ

阪
さか

 美
よし

信
のぶ

ハワイ州ホノルル伝道部
東京西ステーク

福生ワード
2024 年 11 月 20 日

伝道開始

小
お

川
がわ

  楓
かえで

ワシントンDC南伝道部
東京西ステーク
相模原ワード

2024 年 8 月 21 日
伝道開始

竹
たけ

生
う

田
だ

 星
ほ

永
な

美
み

フィリピン・セブ東伝道部
金沢ステーク
小松ワード

2024 年 11 月 15 日
伝道開始

●上から氏名，任地（伝道地），出身ユニット，伝道開始日

●教会機関誌リアホナでは，専任宣教師のご紹介を
掲載いたします。何らかのご事情により，ローカル
ページに掲載されたくない方がおられましたら，

MTC入所またはオンライン訓練開始までに以下の
ウェブフォームを通じてお知らせください。

小
こ

阪
さか

 ひかり
東京南伝道部
福岡ステーク
福岡ワード

2024 年 10 月 23 日
伝道開始

石
いし

塚
づか

 佳
よし

野
の

仙台伝道部
東京西ステーク
吉祥寺ワード

2024 年 9 月 11 日
伝道開始

服
はっ

部
とり

 友
ゆう

仁
と

名古屋伝道部
仙台ステーク
福島ワード

2024 年 10 月 2 日
伝道開始

井
い

川
かわ

 徳
とく

之
の

清
しん

ワシントン州シアトル伝道部
京都ステーク
茨木ワード

2024 年 10 月 23 日
伝道開始

小
お

川
がわ

 はる
福岡伝道部

神奈川ステーク
山手ワード

2024 年 11 月 13 日
伝道開始

● 宣教師紹介用ウェブフォームはこちら

https://bit.ly/4aPw4yG
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森
もり

田
た

 眞
ま

里
り

夏
か

カルフォルニア州ロサンゼルス伝道部
東京西ステーク

府中ワード
2024 年 12 月 18 日

伝道開始

髙
たか

橋
はし

 忠
ただ

真
まさ

福岡伝道部
松戸ステーク
春日部ワード

2024 年 12 月 18 日
伝道開始

平
ひら

田
た

 美
み

緒
お

福岡伝道部
北海道南ステーク

釧路支部
2024 年 12 月 18 日

伝道開始

見
み

世
せ

田
だ

 富
とみ

子
こ

神戸伝道部
岡山ステーク

福山支部
2024 年 9 月 26 日

伝道開始

カイリー・ゴットフレッドソン
札幌伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2025 年 1 月 15 日
伝道開始

吉
よし

田
だ

 真
ま

郷
さと

ユタ州サラトガ・スプリングズ伝道部
松戸ステーク
つくばワード

2024 年 12 月 16 日
伝道開始

中
なか

澤
ざわ

 春
はる

一
かず

神戸伝道部
千葉ステーク
小岩ワード

2024 年 12 月 18 日
伝道開始

平
ひら

野
の

 莉
り

那
な

神戸伝道部
神戸ステーク
北六甲ワード

2025 年 1 月 6 日
伝道開始

小
こ

阪
さか

 大
たい

義
ぎ

名古屋伝道部
福岡ステーク
福岡ワード

2024 年 12 月 18 日
伝道開始

石
いし

田
だ

 陸
りく

斗
と

福岡伝道部
松戸ステーク

松戸第一ワード
2024 年 12 月 18 日

伝道開始

山
やま

路
じ

 徹
てつ

浩
ひろ

・新
しん

子
こ

名古屋伝道部
神戸ステーク  北六甲ワード

2024 年 8 月 19 日 伝道開始

荻
おぎ

田
た

 珠
たま

紀
き

・朗
あき

代
よ

日本札幌神殿
四国地方部  丸亀支部

2024 年 9 月 30 日 伝道開始

東
ひがし

 光
みつ

明
あき

・悦
えつ

子
こ

日本札幌神殿
松戸ステーク  つくばワード

2024 年 8 月 20 日 伝道開始

濱
はま

野
の

 宏
ひろし

・和
かず

代
よ

福岡伝道部
千葉ステーク  鎌ヶ谷ワード

2024 年 11 月 18 日 伝道開始

福
ふく

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

・弘
ひろ

子
こ

神戸伝道部
北海道北ステーク  麻生ワード
2024 年 9 月 16 日 伝道開始

蔦
つた

森
もり

 英
ひで

雄
お

・悦
えつ

子
こ

札幌伝道部
北海道南ステーク  函館ワード

2024 年 12 月 22 日 伝道開始

髙
たか

橋
はし

 精
せい

一
いち

・裕
ひろ

子
こ

神戸伝道部
東京ステーク  桶川ワード

2025 年 1 月 6 日 伝道開始

●	仙台ステーク鶴岡支部
	 会長： 阿

あ

部
べ

 敦
じゅんぞう

三
●	仙台ステーク山形ワード
	 ビショップ： 高

たか

橋
はし

 祥
よし

也
や

●	郡山地方部会津若松支部
	 会長： 鈴

すず

木
き

  晃
ひかる

●	金沢ステーク七尾支部
	 会長：藤

ふじ

田
た

 晋
のぶ

宏
ひろ

●	日本桐生ステーク
	 会長：高

たか

草
くさ

木
ぎ

 文
ふみ

朗
お

	 第一顧問：軽
かる

部
べ

 憲
のり

彦
ひこ

	 第二顧問：長
は

谷
せ

川
がわ

 友
とも

彦
ひこ

●	桐生ステーク宇都宮ワード
	 ビショップ：田

た

代
しろ

 雄
かつ

大
ひろ

●	東京ステーク浦和ワード
	 ビショップ： 山

やま

新
に

田
た

 真
しん

一
いち

郎
ろう

●	神奈川ステーク保土ヶ谷ワード
	 ビショップ： 小

こ

山
やま

岸
ぎし

 禎
てい

次
じ

●	東京南ステーク横須賀軍人ワード
	 ビショップ：Jason P. Jensen

●	静岡ステーク沼津ワード
	 ビショップ： 杉

すぎ

本
もと

 知
とも

愛
ちか

●	静岡ステーク袋井支部
	 会長：鈴

すず

木
き

 秀
ひで

樹
き

 
●	名古屋ステーク御器所ワード
	 ビショップ： 大

おお

石
いし

 章
あき

貴
たか

 
●	大阪ステーク奈良ワード
	 ビショップ：佐

さ

々
さ

 正
まさ

登
と

 
●	大阪ステーク阿倍野ワード
	 ビショップ：小

こ

林
ばやし

 聖
さと

樹
き

 
●	神戸ステーク花屋敷ワード
	 ビショップ： 柳

やなぎさわ

沢  崇
たかし

 
●	岡山ステーク松江ワード
	 ビショップ：Joshua S. Christie

●	日本四国地方部
	 会長：村

むら

野
の

  知
さとる

	 第一顧問：青
あお

葉
ば

 拓
たく

馬
ま

 
	 第二顧問： 姉

あね

川
かわ

 淳
あつ

夫
お

●	福岡ステーク久留米ワード
	 ビショップ：久

く

木
き

野
の

 成
なり

敏
とし

 
●	熊本ステーク延岡支部
	 会長：川

かわ

端
ばた

  賢
さとし

●	日本鹿児島地方部
	 会長：山

やま

内
うち

  周
あまね

	 第一顧問：森
もり

山
やま

  誠
まこと

	 第二顧問：永
なが

田
た

 利
とし

和
かず

●	沖縄ステーク那覇第二ワード
	 ビショップ：安

あ

次
し

嶺
みね

 義
よし

冶
や

皆様の情報をお寄せください
会員の皆様の身近な方の話題や証をご紹介ください
◎『リアホナ』日本語版編集室 （担当：岡田）
〒106−0047 東京都港区南麻布 5−8−8　TEL. 080−2391−8841
電子メール：  JPNLiahona@churchofjesuschrist.org

◎国際機関誌『リアホナ』のお届け，商品に関するお問い合わせ─
教会配送センター  TEL. 03−5668−3391　FAX. 03−5668−3392

役員の異動
2024年 7月24日から2025年
1月23日までに教会組織指導
者住所録で更新された役員の
異動（敬称略）

インターネットでローカルページを
お読みいただけます

jp.churchofjesuschrist.org
◉ 日本公式ウェブサイト＞会員サポート
＞福音ライブラリー＞教会機関誌
＞ローカルページ 　　　　


